
新潟駅周辺の「新たな整備の方向性」（案）

令和元年12月

新潟市

資料１



目次
新潟駅周辺の「新たな整備の方向性」策定の背景

２ 新潟駅周辺の現状と課題
３ 検討方針及び「新たな整備の方向性」

・検討方針
・「新たな整備の方向性」
・整備イメージ

（１）「新たな整備の方向性」策定の背景
・「新たな整備の方向性」策定の背景

（２）上位計画・関連計画
・にいがた都市交通戦略プラン
・新潟都心の都市デザイン
・新潟駅駅前広場整備の方向性

（１）現在進めている事業
・新潟駅周辺整備事業の概要
・万代島ルート線の概要

（２）広域交通との連携強化に向けた現状と課題
・新潟県の広域交通網
・広域交通の利用者数等の推移
・交流人口の拡大
・バス交通の現状と課題

４ 今後の進め方

・今後の進め方
・今後の検討事項

１

5 参考資料

・バス交通に関する現状
・バスターミナル整備事例（バスタ新宿）
・新潟駅交通結節機能強化検討委員会開催経緯

（３）都心部の移動円滑化に向けた現状と課題
・まちなかの歩行者数推移
・新潟駅周辺のバリアフリー状況
・新潟駅周辺の交通状況

（４）新潟駅周辺の現状と課題（まとめ）

2



１．新潟駅周辺の「新たな整備の方向性」策定の背景
「新たな整備の方向性」策定の背景
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策定の背景 「新たな整備の方向性」策定の背景

新潟市では、現在、日本海側の拠点にふさわしい都市機能の強化に向けて、鉄道在来線の高架化、幹線道路や
駅前広場等の都市基盤整備をはじめとした、新潟駅周辺整備事業を進めていますが、事業が進捗するなか、
新潟駅周辺地区が担う広域的な役割が大きくなっています。
このことから、新潟駅の拠点性向上を目指すため、広域的な交通結節機能の強化策や、公共交通を中心とした

まちづくりについて、広域交通との連携強化や都心部の移動円滑化に向けた課題への対応方針を検討し、
「新たな整備の方向性」を策定することとしました。

１

新潟駅駅前広場整備の方向性 新潟駅高架下交通広場イメージ

新潟駅万代広場イメージ
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「にいがた未来ビジョン」「新潟市まち･ひと･しごと創世総合戦略」に即し本州日本海側初の政令指定都市にふ
さわしい活力と魅力あふれる多核連携型のまちづくりに向けた交通環境整備を実現すべく、新たな将来像「県都新
潟の拠点化と安心して暮らせるまち」の実現に向け、新たに目標を設定した「にいがた都市交通戦略プラン」※を策
定し（2019年）、交通施策を推進しています。

第３回新潟都市圏パーソントリップ調査

総合都市交通計画

【にいがた都市交通戦略プランの位置づけ（にいがた都市交通戦略プラン抜粋）】

新潟市都市計画 基本方針
（都市計画マスタープラン）

にいがた都市交通戦略プラン[基本計画]

新潟市立地適正化計画

田園集落づくり制度

新潟市地域公共交通網計画

・生活交通改善プラン(各区)
・新潟市交通バリアフリー基本構想
・新潟市自転車利用環境計画
・新潟市ＢＲＴ第１期導入計画 など

交通分野以外実施計画

・新潟市交通安全実施計画
・新潟市地球温暖化対策実行計画
・道路空間整備計画
（社会資本整備総合整備計画） など

新潟市まち・ひと・しごと創生総合戦略

にいがた都市交通戦略プラン[実施計画]

にいがた未来ビジョン（新潟市総合計画）

※2008年策定時は「にいがた交通戦略プラン」

【新たな将来像の実現に向けた目標】

目標１

「県都新潟の拠点化を支える交通」

（拠点化の視点）

• 新潟駅連続立体交差事業の整備効果を最大限発
現させるため、新潟港、新潟空港などの広域交
通拠点と二次交通を結び付け、交流人口の拡大
を図りながら、まちの賑わいを向上させていき
「全国とつながる」「世界とつながる」拠点都
市新潟を形成していきます。

• 市民や来訪者が都心部を多様な手段で便利に楽
しく回遊できることで、まちの賑わいを創出し
ます。

目標２

「安心して暮らせることで選ばれるまち

を支える交通」（市民生活の視点）

• これまでに取り組んできた様々な施策を土台に、
さらなる質の向上を図り、地域に根差した持続
可能な公共交通となる仕組みを築き、住みよい
まち新潟・暮らしたいまち新潟を構築させてい
きます。

• すべてのライフステージにおける公共交通の利
便性を高め、住み慣れた地域でずっと安心して
暮らせる「まち」と誰からも選ばれる「まち」
となる公共交通環境を構築させていきます。

１ 策定の背景 にいがた都市交通戦略プラン
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にいがた都市交通戦略プランでは、「広域交通との連携強化」と「市民や関係者による協働」を新たな視点とし
て加え、５つの基本方針に基づき、「都市の活力と拠点性を強化する交通戦略」や「まちなかのにぎわいを創出す
る交通戦略」などの交通戦略を掲げています。

１ 策定の背景 にいがた都市交通戦略プラン ５つの基本方針
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都心周辺部には複数の都市拠点を擁しており、新潟の拠点性を高めるためにも拠点間の効果的な連携が必要です。
同時に、都心と各拠点間の交通アクセスを強化することによる交流人口の拡大を図るとともに、二次交通の乗り

換え利便性向上などによる広域交通拠点と基幹公共交通軸の連携を強化します。

＜土地利用と連携した基幹公共交通軸の形成＞

＜広域交通拠点と主要エリア間のアクセス強化と周遊強化＞

• 都市機能誘導施策と連携した基幹公共交通軸の形成
• 市民理解とともに交通事業者と連携し、望ましい整備のあり方を検討

• 新潟駅・新潟港・新潟空港など広域交通拠点と、都心部及び主要拠点
の連携を強化するため、バス等の二次交通を充実し、交流人口の拡大
を図る

• 新潟駅周辺整備事業を推進し、効果を最大限発揮するとともに、各交
通手段の結節を強化する

• 低未利用地の活用や交通ターミナル機能の充実など広域交流の玄関口
としての充実を図る

新潟駅高架下交通広場イメージ

新潟駅万代広場イメージ 新潟駅南口広場
（H21第1期工事終了）

※基幹公共交通軸：都心を中心に
主要な拠点を結ぶ公共交通の軸

１ 策定の背景 基本方針：都市の活力と拠点性を強化する交通戦略

7



新潟駅周辺整備事業を契機に、誰もが快適に移動出来る交通環境として歩行者、自転車や公共交通による回遊性
向上と、鉄道、バス、徒歩等の結節を強化します。
また、都心部への通過交通抑制に資する道路整備を進めるとともに、道路空間を再構築することで、まちなかの

活性化に向けた回遊性を向上します。

＜多様な手段による回遊性向上と結節強化＞

＜都心部への通過交通抑制に資する道路の整備＞

• 駅南北間を結ぶ道路整備等により、新潟駅南北間の
回遊性を向上する

• 新潟駅周辺整備事業により、鉄道、バス、徒歩等の
結節を強化する

＜公共交通や歩行者自転車空間創出に資する
道路空間の再構築･利活用＞

• 都心部に流入する通過交通の抑制に資する道路整備を
推進する

• 公共交通や歩行者自転車通行空間を確保し、賑わいの
創出につながる道路空間の利活用を推進する

新潟駅万代広場イメージ 万代島ルートの整備イメージ

まちなかの回遊性促進イメージ

１ 策定の背景 基本方針：まちなかの賑わいを創出する交通戦略
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策定の背景 新潟都心の都市デザイン
新潟市では開港150年を契機として、これまでのまちづくりの歴史を継承・発展させ、次世代のまちづくりに活か

すことができるよう、2018年に「新潟都心の都市デザイン」を策定しました。
新潟駅から古町へと向かう都心軸と副軸を中心に、都市デザインの理念に基づき、今後のまちづくりを進めてい
きます。

１

9



策定の背景 新潟駅駅前広場整備の方向性
新潟駅万代広場は、まちと駅とのつながり・広がり・一体感を創出できるよう、現在、基本設計を行っています。
南口広場は、平成21年度に供用し、高速道路やバイパスのICが近いことから、高速バスの臨時バスターミナルとし
て活用されるなど、今後も広域交流の玄関口（広域的なつながり）としての役割が期待されています。

１

南口広場

万代広場
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基本方針（視点：広域交通との連携強化）

都市の活力と拠点性を強化する交通戦略

○ 増大する観光客や来訪者といった交流人口の拡大に向けて、二次交通を充実し、広域交通拠点と都心部及び
主要拠点の連携を強化

○ 新潟駅周辺整備事業を促進し、効果を最大限発揮するとともに、各交通手段の結節を強化

○ 低未利用地の活用や交通ターミナル機能の充実など広域交流の玄関口として充実

基本方針（視点：都心部の移動円滑化）

まちなかの賑わいを創出する交通戦略

○土地利用と連携した基幹公共交通軸の形成
○広域交通拠点と主要エリア間のアクセス強化と周遊強化

○多様な手段による回遊性向上と結節強化
○都心部への通過交通抑制に資する道路の整備
○公共交通や歩行者自転車空間創出に資する道路の
再構築・利活用

（１）駅周辺の広域的な交通結節機能強化策
（２）公共交通を中心とした駅周辺まちづくり
（３）その他駅周辺広域交通計画

【にいがた都市交通戦略プラン 基本方針抜粋】

１ 策定の背景 「新たな整備の方向性」の必要性

広域交通との連携を強化する必要性 都心部の移動を円滑化する必要性

新潟都心の都市デザイン ・ 新潟駅駅前広場整備の方向性
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【新たな整備の方向性】



２．新潟駅周辺の現状と課題
（１）現在進めている事業

12



２ 現在進めている事業 新潟駅周辺整備事業の概要
日本海側の拠点にふさわしい都市機能の強化に向けて、鉄道在来線の高架化や幹線道路、駅前広場等の都市基盤

をはじめとした、駅周辺市街地の総合的な整備を図っています。
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万代島ルート線は、平成4年に都市計画決定された、高速道路や新潟バイパス等の東西方向を結ぶ道路と新潟市中
心部を南北方向に結ぶ全長約5.6kmの都市計画道路です。
新潟市中心部に流入する自動車交通を担い、新潟市中心部の交通混雑の緩和や交通事故の削減、萬代橋の交通負

荷軽減、まちづくりの支援などを目的として事業が進められています。
柳都大橋を含む1.5km区間が先行して開通し、現在、「栗ノ木道路」と「紫竹山道路」の整備を進めています。

２ 現在進めている事業 万代島ルート線の概要

出典：「万代島ルート」パンフレット 14



２．新潟駅周辺の現状と課題
（２）広域交通との連携強化に向けた現状と課題
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■新潟県内の主要な広域交通網

新潟県内の広域交通拠点は、新幹線、高速バス等が発着するとともに、空港・港とも接続する新潟駅が中心
となっています。

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 新潟県の広域交通網
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出典：東日本旅客鉄道株式会社

■JR新潟駅乗車数の推移(1日あたり)

新潟駅全体の利用者数は、概ね横ばいで推移していますが、新幹線利用者は増加しています。

■新潟駅発着の新幹線の運行便数(1日あたり)

（便/日）

出典：ＪＴＢ時刻表(JTBパブリッシング)
※各年4月時点の時刻表より期間限定運行を除いた平日運行便数を集計

（参考）

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 JR新潟駅の利用者数推移
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■新潟駅周辺の高速バスの運行便数(平日)の推移 ■乗合バス事業(高速バス)の輸送人員数の推移
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出典：JTB時刻表(JTBパブリッシング)

■新潟駅南口の高速バス停車場

巻線、糸魚川線
津川・上川線

廃止

ダイヤ改正

■万代口高速バス停車場

（千人/年）

出典：北陸信越交通・運輸統計年間(北陸信越運輸局)

県内高速バスの運行便数は減少していますが、県外高速バスは増加しています。
高速バスの利用者数は、近年は概ね横ばいで推移しています。

県内高速バスは
減便傾向

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 新潟県内発着の高速バス運行便数等の推移
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■新潟空港の年間利用者数推移■新潟空港の定期便の運行便数推移(週あたり)

■新潟空港の利用率

（千人/年）
（便/週）

出典：新潟空港利用状況(新潟県)
※各年の4月現在の運行便数

定期便の運行便数は近年増加しており、利用者数、利用率ともに増加しています。

出典：新潟空港利用状況(新潟県) 出典：新潟空港利用状況(新潟県)

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 新潟空港の運行便数等の推移
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出典：新潟市集計

■県内外国人国籍別宿泊者数の推移

■新潟港へのクルーズ船の寄港実績推移

■市中心部を観光する外国人旅行者

■新潟港へ寄港するクルーズ船

クルーズ船寄港の増加も影響し、訪日外国人の宿泊者数は年々増加傾向にあり、今後も交流人口の拡大が見込ま
れます。

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 交流人口の拡大
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21

高速バスの乗車状況

高速バスの降車状況

新潟駅周辺のバス停は、万代広場側と南口広場側に点在している状況です。
市内路線バスのバス停は、新潟駅周辺整備により高架下交通広場及び駅前広場に集約されます。

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 新潟駅周辺のバス乗降場配置状況

21
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市内等乗合バス



29%

67%

60%

4%

3%

13%

3%

7%

6%

29%

11%

14%

29%

11%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高速バスの
バス停
(N=7)

乗合バスの
バス停
(N=28)

計
(N=35)

上屋あり・防風壁あり・ベンチあり 上屋あり・防風壁なし・ベンチあり
上屋なし・防風壁なし・ベンチあり 上屋あり・防風壁あり・ベンチなし
上屋あり・防風壁なし・ベンチなし 上屋なし・防風壁なし・ベンチなし

新潟駅周辺のバス停のうち、ベンチや上屋等が整備されていないバス停は約4割で、特に高速バスのバス停は約7
割が未整備となっています。

至萬代橋

東大通交差点

至弁天IC

新潟駅

■新潟駅周辺バス停の設備設置状況

新潟駅前交差点

■新潟駅周辺のバス停の設備設置状況（上屋、防風壁、ベンチ）

未整備：40％

未整備：71％

未整備：33％

全ての設備あり

全ての設備あり

全ての設備あり

1 2
■高速バス乗り場の状況

1

2

万代口

西口 南口

新幹線東口新幹線西口

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 バス待ち環境
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出典：新潟市HP公表資料を基に加工

西口改札

南口広場

新
潟
駅
東
自
由
通
路

新
潟
駅
西
自
由
通
路

バスターミナル
1
階

2
階

1
階

ＪＲからバスへの乗換は、移動距離が長く、階段やエレベーターの利用が必要となり、不便さが生じています。

※1 高齢者等の移動を想定し、エレベーターが利用可能な経路を設定。
※2 歩行速度を0.88m/sとし移動時間を算出

内閣府「津波避難ビル等に係るガイドライン(案)」に示されている歩行速度(老人単独歩行1.3m/s、
群衆歩行0.88～1.29m/s)を参考に最低値を採用。エレベーターの乗降は約0.5分と仮定。

エレベーター利用
(

主)

新
潟

停
車
場
線

駅
前
広
場

国道7号

移動距離※1 ：約400m
移動時間※2 ：約8分

移動距離※1 ：約250m
移動時間※2 ：約5分

高速バス停

乗合バス停

エレベーター利用

南
口
広
場

改札

東口改札

万代広場

エレベーター(駅構外)

エレベーター(駅構内)

改札

高速バス停

乗合バス停

■JRから乗合バス停・ 高速バス停間の乗り換え経路例（現況）

新潟駅
西自由通路

２ 広域交通との連携強化に向けた現状と課題 各交通機関の乗換
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２．新潟駅周辺の現状と課題
（３）都心部の移動円滑化に向けた現状と課題
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古町 万代周辺 新潟駅

新潟駅前から古町の間では、新潟駅前通の自転車・歩行者交通量が最も多いですが、新潟駅周辺における自転車
歩行者交通量は2009年に比べ約9割に減少しています。

駅前通

ラブラ
万代前

住友信託銀行前

新潟眼鏡院前

NEXT21前

都心軸

調査断面

出典：駅前通…H30年11月4日(日)調査結果
駅前通以外…H30年10月27日(土)新潟市商店街連盟歩行者通行量調査(自転車含む)

出典：新潟市都市交通戦略プランを基に作成

新潟駅
周辺

古町
周辺

万代
周辺

■都心部の自転車・歩行者交通量推移(2009年を基準とした伸び率)■自転車・歩行者交通量

新潟駅周辺

万代周辺
古町周辺
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２ 都心部の移動円滑化に向けた現状と課題 まちなかの歩行者数推移
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駅前通りには横断歩道橋を利用した横断を要する箇所があり、高齢者等にとっては移動の不便さが生じています。

■横断歩道橋位置図

■東大通交差点の横断歩道橋

■流作場五差路の横断歩道橋

流作場
五差路
(交)

東大通(交)

1

2

2
1

２ 都心部の移動円滑化に向けた現状と課題 新潟駅周辺のバリアフリー未対応の移動経路
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新潟駅周辺の幹線道路では、慢性的に混雑が発生しています。

■新潟駅周辺幹線道路の平均旅行速度 ■西跨線橋の混雑状況

出典：旅行速度…ETC2.0プローブデータ（H29.9-11 平日 17時台、上下平均で算出）
混雑度(H27)…全国道路・街路交通情勢調査

新潟駅

混雑度 1.09 東
跨
線
橋

混雑度 1.48

■栗ノ木道路事業区間の混雑状況

1

2

2
1

２ 都心部の移動円滑化に向けた現状と課題 新潟駅周辺の幹線道路の混雑

27



駅前通の交通量のうち、約４割がバス交通であり、慢性的な渋滞・混雑の要因となっています。
また、車道上での乗降等危険な状況も見られます。
万代広場バスターミナルはスイッチバック式であり、一般車両の交通にも影響を及ぼしています。

出典：交通状況調査結果(H30年11月27日(火))

交通量
8,824
(台/12h)

バス
3,109
(台/12h)
44%

乗用車
4,980
(台/12h)
50%

小型貨物・
普通貨物

3

参考：H30.3.31時点のバス時刻表を基に作成

1

■車種別交通量割合
(新潟駅～東大通交差点間)

■新潟駅～青山間の乗合バス・高速バス台数

■バス通行状況・渋滞状況 ■一般交通を阻害するバス

バスが集中する時間帯は、
車道上での乗降が見られる

2

流作場
五差路(交)

東大通(交)

3

1

高速バス停
乗合バス停

2

２ 都心部の移動円滑化に向けた現状と課題 新潟駅周辺の幹線道路の混雑
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至
萬
代
橋

7

②東大通交差点手前で追突事故発生
〔４件（夕ピーク時（17時～19時）〕

至
新
潟
駅

東大通
交差点

新潟駅前
交差点

流作場五差路
交差点

：バス ：一般車 ：バス停

※１ H30年11月27日（火）渋滞長調査結果
※２ 追突事故件数は、H20年～H29年の事故件数を集計

①-1 東大通交差点で先詰まり渋滞発生
〔東大通交差点停止線から30m位置まで渋滞〕

①-2 第2車線上でのバス降車が渋滞に拍車

④東大通～新潟駅前の危険事象
イ）短い区間でのバスが車線変更し一般車と交錯
ロ）バス降車のため第2車線上でのバスが停車。

後続車の車線変更を誘発。乗客が車道を歩き危険

③流作場五差路～東大通の危険事象
・新潟駅へ向かうバスと明石通りへ向かう
車両との交錯が発生

バスの降車により車線が閉塞され、新潟駅前からの渋滞が東大通交差点まで影響を及ぼしています。
渋滞の末尾では、追突事故が多発しています。
また、一般車とバスが車線変更により交錯し、危険事象が発生しています。

至萬代橋

新潟駅前からの
先詰り渋滞

至 新潟駅

第１車線のバスが第３車線
へ車線変更を行い後続車が
ブレーキ 至 萬代橋

至 新潟駅

バスと一般車の
車線変更に伴う交錯
至 萬代橋

至 新潟駅
13 4

２ 都心部の移動円滑化に向けた現状と課題 バスに起因した新潟駅前通の混雑
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バリアフリー未対応

高速バス便数の増加不十分なバス待ち環境

幹線道路の交通混雑交流人口の増加 点在するバス停

駅前（新潟駅万代広場方面を望む）の混雑状況

・新潟港、新潟空港の利用者数
増加による国際観光に対応し
た多様な交通モードの接続性

・車両の交錯と周辺道路の混雑
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・高齢者の移動手段の確保
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▼県外高速バス便数の推移

▼将来推計人口

▼代表交通手段別構成(H23)
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まちの課題 都市交通の課題

バスの乗車待ち状況

・横断歩道橋による移動

東大通交差点横断歩道橋の利用状況
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▼歩行者数の推移

・まちなかの歩行者数が
減少傾向

２ 新潟駅周辺における現状と課題（まとめ）
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３．検討方針及び「新たな整備の方向性」
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都心部の移動円滑化

広域交通との連携強化

現状・課題 検討の方針

○都心部に流入する
通過交通の抑制

○道路空間の再構築・利活用

○交通ターミナル機能の充実
○県がめざす姿
・多様な人や文化が交わる賑わいのある新潟

○市がめざす姿
・創造交流都市としての拠点性を活かした
交流人口の拡大

○新潟県の交通状況
・新潟駅を中心とした広域交通網の形成
・新幹線・飛行機・高速バスの利用者数
横ばい又は増加傾向

○新潟駅周辺の課題
・点在したバス停、不便な乗り換え
・バス待ち環境の未整備

○新潟駅周辺の課題
・新潟駅周辺の歩行者数減少
・バリアフリー未対応の移動経路
・駅周辺の幹線道路の混雑
・新潟駅前通りの渋滞・事故

○新潟駅周辺整備事業の
効果最大化

○各交通手段の結節強化

新潟市の現状と課題を踏まえ、検討方針及び新潟駅周辺整備の方向性を定めました。

３ 検討方針及び「新たな整備の方向性」

32

新たな整備の方向性
～「広域交流ゲートウェイ」の創出～
『世界とつなぐ結節機能の向上』

○中長距離バスターミナルの整備に
よる広域交通結節機能の強化
・高速道路やバイパスのICに近く、
低未利用地の活用も可能な南口広場周辺

○防災機能を有する空間整備
・災害発生時の帰宅困難者への対応

○駅周辺のにぎわい空間の整備及び
一体性向上
・まちと一体となった万代広場の整備、
東大通の道路空間再構築

○新潟駅周辺の交通円滑化
・新潟駅周辺整備による鉄道南北を結ぶ
幹線道路や万代島ルート線の整備



陸・海・空の交通利便を活かした世界と日本を結ぶ「広域交流ゲートウェイ」の創出

３ 検討方針及び「新たな整備の方向性」 整備イメージ
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４．今後の進め方
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今後は、整備計画等について検討を進めていきます。

実施に
向けた
取り組み

計 画ビジョン・構想

基本計画

実施に
向けた
取り組み

にいがた都市交通
戦略プラン

新広域道路交通計画

整備計画

４ 今後の進め方
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新たな整備の方向性を踏まえた今後の検討事項。

４ 今後の検討事項

・中長距離バスターミナルの整備
（整備規模・整備手法・民間との連携）

・防災機能を有する空間の確保

今後の検討事項

・バスターミナルの整備と連動した
各交通手段の結節強化策
・新潟市にふさわしいMaaS(※)のあり方
・新潟駅周辺の幹線道路や万代島ルート線
の整備と連携した既存道路のあり方
・人が集まりやすいにぎわい空間の確保

36

新たな整備の方向性

～「広域交流ゲートウェイ」の創出～
『世界とつなぐ結節機能の向上』

○中長距離バスターミナルの整備に
よる広域交通結節機能の強化
・高速道路やバイパスのICに近く、
低未利用地の活用も可能な南口広場周辺

○防災機能を有する空間整備
・災害発生時の帰宅困難者への対応

○駅周辺のにぎわい空間の整備及び
一体性向上
・まちと一体となった万代広場の整備、
東大通の道路空間再構築

○新潟駅周辺の交通円滑化
・新潟駅周辺整備による鉄道南北を結ぶ
幹線道路や万代島ルート線の整備

(※)MaaS(Mobility as a Service):移動を単なる手段としてではなく、
利用者にとっての一元的なサービスとして捉える概念



５．参考資料
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高架下バス発着台数（想定）

〔設定条件〕
●高架下バスバースの利用は市内路線バスを想定。
●高架下バスバースの利用はBRT路線など、便数・利用者数の多い主要路線を想定配置。
●発着台数は「2018.11.17ダイヤ」より。

万代口バスターミナルの状況

高架下バス乗降場の整備イメージ

都心部のバス運行便数は、通勤・通学時間帯に多くなっています。

５ バス交通に関する現状 都心部の路線バスの運行便数
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高速バス発着台数（万代側、南口側）

〔設定条件〕●高速路線バスは県内高速、県外高速を示す。
●貸切バスバス、送迎バスは含まない。
●発着台数は、2019.7月時点。 南口側高速バスの乗車状況

国道７号の混雑状況

県内高速バスの運行便数は減少していますが、県外高速バスは増加しています。
高速バスの利用者数は、近年は概ね横ばいで推移しています。

５ バス交通に関する現状 新潟駅周辺の高速バス発着状況
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５ バス交通に関する現状 都心部の高速バスの主な運行ルート
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紫竹山

IC

新潟駅

新潟亀田
IC
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５ バスターミナル整備事例（バスタ新宿）

【概要】（H28.4オープン）

■道路事業（国道20号）と民間ターミナルの官民連携で整備

■鉄道駅と直結し、19箇所に点在していた高速バス停を集約

41出典：第3回新潟駅交通結節機能強化検討委員会資料



委員会では、新潟駅周辺における現状の課題や検討方針、先進事例の状況を共有し、「新たな整備の方向性」を
取りまとめました。

実施に
向けた
取り組み

計 画ビジョン・構想

基本計画
実施に
向けた
取り組み

にいがた都市交通
戦略プラン

新広域道路交通計画

整備計画

第４回
検討委員会

主な検討内容
○基本計画(案)
策定

基本計画
策 定

令和元年7月8日

第１回
検討委員会

主な検討内容
○委員会設立
○現状整理
○課題抽出

第２回
検討委員会

主な検討内容
○課題整理
○方向性検討

第３回
検討委員会

主な検討内容
○対応方針検討

令和元年9月6日 令和元年12月20日令和元年11月1日

５ 新潟駅交通結節機能強化検討委員会開催経緯
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所 属 氏 名

長岡技術科学大学大学院 教授 佐野 可寸志

東日本旅客鉄道株式会社 新潟支社 総務部 企画室 室長 三本 和彦

新潟交通株式会社 乗合バス部 部長 和田 徹

南口臨時バスターミナル使用者 関塚 政行

近隣大規模土地所有者・新潟駅南プラーカ商店街振興組合 監事 木山 光

近隣大規模土地所有者 前田 穣

国土交通省 北陸地方整備局 建政部 都市調整官 田中 正克

国土交通省 北陸地方整備局 道路部 道路調査官 松平 信治

国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所 所長 田中 創

国土交通省 北陸信越運輸局 交通政策部 部長 小椋 康裕

国土交通省 北陸信越運輸局 観光部 部長 中牧 俊明

新潟県 土木部都市局 局長 大坂 剛

新潟県 交通政策局 局長 田中 昌直

新潟県 観光局 局長 佐野 哲郎

新潟県 警察本部 交通部 部長 古川 尚史

新潟市 技監 新階 寛恭

所 属 氏 名

新潟市ハイヤータクシー協会 専務理事 佐々木 紀彦

新潟市 観光・国際交流部 部長 上村 洋

新潟市 土木部 部長 吉田 和弘

新潟市 都市政策部

【委員】

【オブザーバー】

【事務局】

５ 新潟駅交通結節機能強化検討委員会名簿
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